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伊
万
里
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
で
は
、

伊
万
里
・
有
田
地
区
の
20
〜
30

代
の
13
名
が
活
動
し
て
い
ま

す
。令

和
５
年
度
の
経
営
研
修
会

は
計
４
回
開
催
し
、
ク
ラ
ブ
員

一
人
一
人
が
数
年
後
、
数
十
年

後
の
生
活
費
や
従
業
員
数
の
推

計
か
ら
売
上
目
標
を
立
て
ま
し

た
。
就
農
間
も
な
い
ク
ラ
ブ
員

も
中
堅
ク
ラ
ブ
員
か
ら
助
言
を

受
け
な
が
ら
目
標
を
立
て
る
な

ど
、
ク
ラ
ブ
員
同
士
の
研
鑽
も

見
ら
れ
前
向
き
な
話
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。
令
和
６
年
度
は
、

目
標
実
現
に
向
け
た
具
体
的
な

取
組
を
話
し
合
う
予
定
で
す
。

今
年
度
は
新
た
に
、
ふ
る
さ

と
先
生
や
有
田
川
カ
ワ
ニ
バ
ル

へ
の
出
店
等
の
地
域
活
動
も
計

画
し
て
お
り
、
食
育
の
増
進
、

地
域
貢
献
活
動
に
さ
ら
に
力
を

入
れ
て
い
き
ま
す
。
仲
間
づ
く

り
や
組
織
運
営
の
学
び
に
う
っ

て
つ
け
の
場
で
す
！

ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
西
松

浦
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
！

稼げる農業へ！稼げる農業へ！
伊万里・有田地区の若手農家がチャレンジ!!伊万里・有田地区の若手農家がチャレンジ!!
～ライフプランの実現と地域活性化に向けて～～ライフプランの実現と地域活性化に向けて～

普及だより
令和６年６月 Vol.
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▲伊万里4Hクラブ総会

▶一人一課題 
分科会のようす▶経営研修会
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イ
チ
ゴ
就
農
セ
ミ
ナ
ー
開
催

イ
チ
ゴ
就
農
セ
ミ
ナ
ー
開
催

Ｊ
Ａ
伊
万
里
も
も
部
会
で
は
、
近
年
、
暖

冬
に
よ
る
結
実
不
良
が
問
題
と
な
っ
て
お

り
、
平
成
30
年
か
ら
温
暖
化
に
対
応
可
能
な

モ
モ
新
品
種
「
さ
く
ひ
め
」
の
導
入
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

「
さ
く
ひ
め
」
の
加
温
ハ
ウ
ス
栽
培
に
つ

い
て
は
不
明
な
点
も
多
く
、
栽
培
研
究
会
や

先
進
地
視
察
研
修
を
行
い
、
栽
培
技
術
の
研

鑽
や
新
た
な
情
報
の
収
集
に
努
め
て
い
ま

す
。
現
在
の
栽
培
面
積
は
約
39
ａ
と
な
っ
て

お
り
、
令
和
５
年
度
産
に
つ
い
て
は
約
１
・

３
ｔ
の「
さ
く
ひ
め
」が
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
今
年
度
は
「
さ
く
ひ

め
」
の
特
性
を
活
か
し
、
高
単

価
で
の
早
期
出
荷
を
狙
っ
た
早

期
加
温
の
実
証
に
取
り
組
み
、

５
月
７
日
に
出
荷
開
始
と
な
り

ま
し
た
。

今
後
も
、
栽
培
面
積
は
増
え

る
見
込
み
で
あ
り
、
さ
ら
な
る

安
定
生
産
、
早
期
出
荷
体
制
の

構
築
に
よ
り
、
所
得
の
向
上
と

販
売
額
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま

す
。

令
和
６
年
１
月
21
日
㈰
に
、
Ｊ
Ａ
や
市
町
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し

て
イ
チ
ゴ
就
農
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
室
内
で
伊
万

里
・
有
田
地
区
で
の
イ
チ
ゴ
生
産
概
況
、
経
営
指
標
、
就
農
支
援
策
に

つ
い
て
の
情
報
提
供
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
伊
万
里
市
松
浦
町
の

イ
チ
ゴ
生
産
者
圃
場
で
栽
培
状
況
や
イ
チ
ゴ
栽
培
を
始
め
る
き
っ
か
け

な
ど
の
体
験
談
に
つ
い
て
話
を
聞
き
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
か
ら
い
ろ
い
ろ

な
質
問
も
出
て
活
発
な
意
見
交
換
が
で
き
ま
し
た
。
昨
年
度
か
ら
稼
働

し
て
い
る
Ｊ
Ａ
伊
万
里
イ
チ

ゴ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
の

視
察
も
行
い
、
イ
チ
ゴ
パ
ッ

ク
の
検
品
作
業
や
梱
包
作
業

に
つ
い
て
確
認
を
行
い
ま
し

た
。４

組
５
名
の
方
が
参
加
さ

れ
、「
実
際
に
生
産
者
の
声

を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
よ
か

っ
た
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

今
後
も
就
農
へ
向
け
て
の

支
援
を
継
続
し
て
行
っ
て
い

き
ま
す
。
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令
和
５
年
度
、
Ｊ
Ａ
伊
万
里
い
ち
ご
部
会
で
は
、「
新
部
会
員
を

部
会
全
体
で
育
て
る
仕
組
み
を
作
る
」
を
園
芸
産
地
８
８
８
計
画
に

盛
り
込
み
、
就
農
希
望
者
の
農
地
の
相
談
や
技
術
習
得
の
た
め
の
実

践
研
修
を
受
入
れ
る
「
ト
レ
ー
ナ
ー
」
を
選
定
し
、
各
地
区
に
設
置

し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
現
在
２
地
区
で
取
組
ま
れ
て
い
る
「
梨
」
で
の
新
た

な
担
い
手
確
保
の
取
組
や
、
継
承
園
確
保
な
ど
地
区
だ
け
で
は
解
決

で
き
な
い
た
め
、
産
地
全
体
に
広
げ
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
稼
げ
る
農
業
の
確
立
を
目
指
し
、
関
係
機
関
一
体
と
な
っ

て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

有
田
町
北
ノ
川
内
集
落
で
は
、
令
和
６
年

３
月
17
日
に
集
落
内
の
若
手
の
親
睦
交
流

と
、農
業
へ
の
関
心
の
掘
り
起
こ
し
の
た
め
、

若
手
の
み
で
長
崎
県
南
部
生
産
組
合
へ
先
進

地
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
視
察
を
き
っ

か
け
に
、
参
加
し
た
若
手
を
中
心
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ

グ
ル
ー
プ
が
作
ら
れ
、
北
ノ
川
内
集
落
を
よ

り
良
く
す
る
た
め
の
意
見
交
換
会
の
開
催
に

結
び
付
き
ま
し
た
。

第
１
回
意
見
交
換
会
で
は
、「
集
落
を
守

る
た
め
に
収
益
性
の
あ
る
活
動
」
を
テ
ー
マ

に
話
し
合
い
、
そ
の
結
果
、
北
ノ
川
内
で
生

産
さ
れ
た
米
の
収
益
性
向
上
を
目
指
し
、
集

落
で
生
産
さ
れ
た
米
を
集
落
内
へ
向
け
て
販

稼
げ
る
農
業
の
確
立
を
目
指
し

稼
げ
る
農
業
の
確
立
を
目
指
し

さ
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８
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換
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催

「
第
「
第
2626
回
全
国
農
業

回
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国
農
業  

担
い
手
サ
ミ
ッ
ト

担
い
手
サ
ミ
ッ
ト  

inin
さ
が
」を

さ
が
」を

開
催
し
ま
す
！

開
催
し
ま
す
！

令
和
７
年
１
月
22
日
㈬
〜
23
日
㈭
に
佐
賀

県
で
は
初
と
な
る
「
全
国
農
業
担
い
手
サ
ミ

ッ
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。

本
大
会
は
意
欲
あ
る
農
業
者
が
一
堂
に
会

し
、
農
業
経
営
の
現
況
や
課
題
に
つ
い
て
の

認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
相
互
研
鑽
・
交

流
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
10
年
度
か

ら
毎
年
、
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
県
で
も
全
国
か
ら
１
０
０
０
名
を
超
え

る
農
業
の
担
い
手
が
集
い
、
当
地
区
で
も

１
２
０
名
を
受
け
入
れ
、
２
日
間
に
わ
た
り

交
流
を
行
い
ま
す
。

こ
の
半
世
紀
に
一
度
し
か
な
い
佐
賀
大
会

の
機
会
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

【
募
集
開
始
：
令
和
６
年
８
月
】

磨き　高め　未来に継（つ）なげる
日本農業

～集え！担い手　維新の地　佐賀へ～

売
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

販
売
に
向
け
て

様
々
な
課
題
が
あ

り
ま
す
が
、
一
つ

一
つ
話
し
合
い
を

重
ね
、
販
売
方
法

に
つ
い
て
検
討
を

お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。

204

204

202

498

202

西部1人

有田1人

松浦1人

トレーナー設置個所

JA伊万里 本所

大川3人
北部1人

JA伊万里いちご部会 トレーナー制 イメージ図
■トレーナー制度について
・部会から選出された生産者が自身が栽培するハウスにおいて、１～
２年間、新規就農者の技術習得のための実践研修を行う。

・指導内容は、イチゴ栽培に関わる管理全般（育苗、本圃管理、収穫、
パック詰めなど）で、就農前の農地の相談から就農後も良き相談相
手として継続的に関わる。

■トレーナーの選定基準
①イチゴ栽培に関する高い技術力と指導
力を備えている。

②栽培経験年数がおおむね５年以上
③新規栽培者の育成確保に理解がある。
④最低２年以上は務めることとし、状況
によって交代できることとする。

☆トレーナーは新規就農者の
就農予定地の近くが望まし
いため、各ブロックに設置。
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私
は
現
在
、
西
松
浦
郡
有
田
町
で
胡
瓜
を
約

18
ａ
栽
培
し
て
い
ま
す
。
伊
万
里
農
林
高
校
を

卒
業
し
農
業
の
知
識
・
技
術
を
習
得
す
る
た
め

農
業
大
学
校
へ
進
学
し
ま
し
た
。
卒
業
後
は
胡

瓜
農
家
さ
ん
の
下
で
２
年
間
研
修
を
行
い
、
令

和
６
年
３
月
に
新
規
就
農
し
ま
し
た
。

私
は
幼
い
頃
か
ら
祖
父
が
農
業
を
し
て
い
る

姿
に
憧
れ
て
お
り
、
今
は
亡
き
祖
父
が
大
切
に

し
て
き
た
土
地
を
守
り
た
い
と
い
う
思
い
で
地

元
に
残
り
就
農
を
決
意
し
ま
し
た
。

現
在
は
資
材
、
燃
料
等
の
高
騰
な
ど
で
苦
し

い
状
況
で
す
が
、
収
量
を
い
ち
早
く
上
げ
ら
れ

る
よ
う
、
栽
培
技
術
を
向
上
さ
せ
、
安
定
し
た

収
益
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
地
元

が
好
き
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
農
業
を
盛
り
上

げ
て
貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
！

農大生募集のお知らせ農大生募集のお知らせ

マ
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ム
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Vol.
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Vol.
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久保田雅也 氏（有田町）

令
和
六
年
度

職
員
紹
介

職
員
紹
介

前　
列
（
右
か
ら
）

信　
原　
浩　
二 
 （

土
地
利
用
型
作
物
・
畜
産
担
当
係
長
）

佐　
伯　
志
津
子 

 

（
農
業
企
画
課
長
）

大　
串　
宏　
之 

 

（
副
セ
ン
タ
ー
長
）

早　
田　
文　
博 

 

（
セ
ン
タ
ー
長
）

德　
永　
敦　
子 

 

（
普
及
課
長
）

片　
渕　
恵　
子 

 

（
経
営
担
当
係
長
）

後　
列
（
右
か
ら
）

松　
本　
拓　
己 

 

（
土
地
利
用
型
作
物
）

亀　
川　
正　
義
（
畜
産
）

原　
口　
悛　
輔
（
果
樹
）

猿　
渡　
亨　
丞
（
畜
産
）

深　
町　
周　
司 

 

（
野
菜
・
花
き
）

南　
里　
敏　
彦 

 

（
農
業
企
画
課
）

宮　
嵜　
訓　
里 

 

（
農
業
企
画
課
）

野　
口　
真　
弓 

 

（
園
芸
担
当
係
長
）

坂　
本　
紀　
子 

 

（
土
地
利
用
型
作
物
）

吉
牟
田　
瑠
満
子
（
経
営
）

山　
口　
妃　
鶴 

 

（
農
業
企
画
課
係
長
）

外　
枠
（
右
か
ら
）

福　
田　
　
　
茜 

 
（
野
菜
・
花
き)

※

綾　
部　
　
　
守 

 
（
野
菜
・
花
き)

※

※
東
松
浦
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー 

と
兼
務

佐賀県農業大学校では令和7年度
入学生を募集しています！

農大の魅力を紹介する「オープン
キャンパス2024」の開催日時は下
記の通り。

【第1回】2024年7月 7日㈰
【第2回】2024年8月24日㈯

詳しくは佐賀県農業大学校、また
は西松浦農業振興センターにお問い
合わせください。

お問い合わせ先
〇農業大学校 

〒840-2205　佐賀市川副町南里1088 
Te l：(0952) 45‐2144 
Fax：(0952) 34‐7004 
E-mail : nougyoudaigaku@pref.saga.lg.jp

農業大学校ホームページ、農業大学校YouTubeチャン
ネルもご覧ください！

佐賀農大の詳しい
情報はこちらから

農大YouTube
チャンネル

農大HPさがのうだい 検 索
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